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	この遺伝子は、細胞の増殖と分化に一般的に関与するプロトオンコジーンsrcファミリーに属する非受容体型チロシンキナーゼをコードしています。このタンパク質は、B細胞受容体シグナル伝達とB細胞の発生に関与しています。また、グルコースに応答してインスリンの合成と分泌を刺激し、膵β細胞における複数の転写因子の発現を増強します。[RefSeq提供、2010年8月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能：Bリンパ球系細胞に限定されたシグナル伝達経路で機能する可能性がある。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。 SRC サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH2 ドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH3 ドメインを含みます。,
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	BLK（リン酸化Tyr501）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

